
八幡堀界隈

葦（ヨシ）のシフォンケーキが
おすすめです!

café ＆ shop
SHINMACHI  
café ＆ shop
SHINMACHI  

〒523-0871 滋賀県近江八幡市新町２丁目  資料館内　
カフェ＆ショップ 新町 （Chief▶090-6247-0831）

【定 休 日】月曜日（観光シーズンは不定休）
【営業時間】10：00～16：00
文化伝承館（左義長会館）元・新町交番横よりお入りください！

近江八幡市立資料館内 

“入館料はいりません”

７月６日７日はケーキセット￥１００引き

知って得して、見て得して、町の歴史

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
4
年
の
道
の
り

中
村
屋（
な
か
む
ら
や
）
曾
我
石 

三
郎
兵
衛
（
そ
が
い
し  
さ
ぶ
ろ
う
べ
い
）   

為
心
町
上

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊　／ウィキペディア

曾
我 

十
郎
祐
成
（
そ
が  

じ
ゅ
う
ろ
う
す
け
な
り
）
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
士
。
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
為
心
町
上
に
居
を
構
え
る
曾
我
石
家
は
曾
我
十
郎
祐
成
の
児
、
祐
吉
は
江
州
神

崎
郡
竹
部
庄
三
俣(

旭
村)

に
住
し
、
佐
々
家
に
仕
え
ま
し
た
。
即
ち
三
俣
曾
我
氏
の
祖
で
あ
る
十
一
代

祐
清
は
、
代
々
佐
々
木
の
家
臣
で
あ
り
ま
し
た
が
六
角
佐
々
木
滅
亡
後
の
永
禄
年
中 (

1
5
5
8
〜) 

に
高

野
山
で
僧
と
な
り
ま
し
た
。
彼
に
三
男
が
あ
り
、
長
男
重
康
は
芸
州
広
島
藩
士
山
川
氏
の
養
子
と
な
り
、

浅
野
侯
に
仕
え
て
五
百
石
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
次
男
祐
宣
は
曾
我
石
次
郎
兵
衛
と
称
し
、
後
に
三
俣
を

去
り
八
幡
に
居
を
移
し
商
業
に
従
事
し
、
天
正
十
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
治
郎
兵
衛
（
道
幸
）
新

町
二
丁
目
寶
積
寺
（
ほ
う
し
ゃ
く
じ
）
に
墓
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
が
八
幡
に
於
け
る
曾
我
石
家

の
祖
。
天
正
十
二
年
に
は
未
だ
八
幡
市
街
が
出
来
て
い
な
い
所
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
以
前
は
安
土
に
移

り
天
正
十
三
年 (

1
5
8
5)

開
町
と
共
に
八
幡
に
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
男
祐
俊
は
三
俣
に
止

ま
り
住
し
ま
し
た
。（
こ
の
末
裔
が
現
在
三
俣
に
定
住
す
る
曾
我
氏
で
し
ょ
う
。）
治
郎
兵
衛
（
道
幸
）
は

寛
永
六
年(

1
6
2
9)

五
十
四
才
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
三
代
目
祐
索
伝
右
衛
門
は
二
代
の
弟
利
兵

衛
祐
正
で
、
兄
の
祐
重
の
後
に
直
っ
て
家
を
嗣
ぎ
、
延
宝
三
年
、(

1
6
7
5)

六
十
才
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
四
代
正
光
太
郎
兵
衛
は
元
禄
十
四
年(

1
7
0
1) 

六
十
三
才
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
家
は
絹

屋
太
郎
兵
衛
と
称
し
、
多
印
を
商
号
と
し
て
始
め
は
寛
延
頃
ま
で
、
為
心
町
上
に
住
し
、
明
和
の
頃
に

は
大
杉
町
に
居
住
し
、
次
で
魚
屋
町
元
に
伝
じ
た
よ
う
で
す
。
分
家
し
た
三
郎
兵
衛
は
元
禄
初
年
の
頃

江
戸
日
本
橋
通
り
四
丁
目
に
呉
服
商
を
開
業
し
、
更
に
九
州
方
に
ま
で
行
商
の
脚
を
の
ば
し
ま
し
た
。

文
政
の
頃
に
は
江
戸
本
町
四
丁
目
に
越
後
屋
藤
吉
の
名
を
以
っ
て
麻
布
を
商
っ
て
い
ま
し
た
。
又
、
宝
暦

の
頃
に
は
常
州
銚
子
に
、
享
和
、
文
化
の
頃
に
は
江
戸
室
町
に
出
店
を
持
ち
絹
紬
、
蚊
帳
の
卸
売
を
手

広
く
営
ん
で
い
て
、
八
幡
で
は
参
印
中
村
屋
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

分
家
の
祖
、
重
吉
三
郎
兵
衛
に
は
二
人
の
女
子
が
あ
り
、
長
女
は
親
戚
の
金
田
村
長
田
の
松
原
五
右

衛
門
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
人
が
の
ち
に
三
右
衛
門
と
改
め
元
文
三
年（
1
7
3
8
） 

六
十
九
才
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
三
代
正
道
は
先
代
の
弟
で
五
十
三
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
蓋
し
兄
亡
き
あ
と
の
暫
定

家
督
と
い
え
ま
す
。
四
代
厳
入
は
元
禄
十
一
年(

1
6
9
8)

亡
く
な
り
五
代
祐
栄
は
清
右
衛
門
と
称
し
天

明
六
年(

1
7
8
6)

に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
六
代
は
京
都
の
久
保
三
超
助
の
弟
を
迎
え
相
続
を
さ
せ
ま

し
た
。
寛
政
六
年(

1
7
9
4)

。
七
代
浄
雲
と
続
い
て
現
在
は
そ
の
子
三
重
郎
（
京
都
在
住
）
常
治
郎 

の

両
家
に
分
れ
て
い
ま
す
。
即 

常
治
郎
氏
が
八
幡
の
曾
我
家
で
す
。
江
戸
店
の
曾
我
石
、
近
江
屋
清
兵
衛

は
開
祖
三
郎
兵
衛
重
吉
以
来
商
勢
頓
に
栄
え
、
明
治
十
五
、
六
年
頃
ま
で
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
郷
里

八
幡
に
お
い
て
は
、、他
の
豪
商
同
様
に
店
持
ち
と
し
て
、出
店
の
仕
送
り
を
以
て
悠
々
と
生
活
を
営
み
、

蹴
鞠
（
け
ま
り
）、茶
道
等
当
時
の
神
庭
の
遊
芸
に
ふ
け
り
慶
応
二
年（
1
8
6
6)

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
蹴
鞠
は
八
幡
の
豪
商
仲
間
で
流
行
し
京
都
の
宗
家
飛
鳥
井
家
よ
り
免
許
を
許
さ
れ
、
安
土
よ
り

も
同
好
が
参
加
し
て
盛
大
に
競
技
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

伴
荘 

家
の
裏
庭(

現
、
市
営
駐
車
場)

に
は
蹴
鞠
場
が
あ
り
西
光
寺
で
も
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

同
家
は
誠
栄
の
時
代
よ
り
茶
商
を
始
め
、
明
治
十
五
、
六
年
江
戸
出
店
。
閉
鎖
後

は
八
幡
に
お
て
も
財
政
整
理
を
行
い
、
同
十
七
、
八
年
頃
よ
り
旅
館
を
開
業
し
ま
し

た
。
澄
心
の
二
男
三
重
郎
は
京
都
で
運
輸
業
並
に
旅
館
を
経
営
、
八
幡
の
常
治
郎
は

八
幡
に
於
て
茶
商
兼
旅
館
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
昭
和
三
十
年
頃
廃
業
し
ま
し

た
。
尚
、
伝
え
る
所
に
よ
る
と
新
町
二
丁
目
の
寶
積
寺
（
ほ
う
し
ゃ
く
じ
）
は
曾
我

石
家
の
建
立
に
な
る
も
の
で
、
明
和
二
年
〜
四
年
に
五
代
京
都
の
五
男
太
郎
吉
祐
旅

が
法
華
経
八
巻
を
筆
写
し
同
寺
に
寄
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

寶
積
寺
は
天
正
十
四
年
安
土
よ
り
移
転
さ
れ
、
再
興
を
志
し
亨
保
六
年
完
成
し

ま
し
た
。
現
在
の
堂
宇
は
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
通
信
使
で
は
長
老
衆
の
宿
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。

答え…8代目
島町      N・Jさん
北之庄町N・T さん
出町      S・Yさん
鷹飼町   N・Kさん
安土町   M・Sさん

当選者発表

￥７00
（ケーキセット）

宝積寺

今回はクイズはお休みです。

骨
董
市
と

  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

骨
董
市
と

  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

新町二丁目寶積寺
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京
街
道
か
ら
チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！

７/６
10：30～16：00

七
夕
祭
り
in
資
料
館 

七
夕
祭
り
in
資
料
館 



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（7月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース）    5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

［トマトカード番号の記入をお願いします］

7 月 15 日迄

7 月 28 日迄

8 月 28 日迄

3０名様

4０名様

2０名様

10名様

＊

＊長坂コレクション  ヨーロッパ絵画展～バロックから近代へ～

＊

＊

2019 年夏季特別展 謎の蒔絵師 永田友治 尾形光琳の
後継者を名乗った男平等寺

　　　　　　　　美術館「えき」KYOTO ジェイアール京都伊勢丹７階隣接 

  横山華山 まだいた、忘れられた天才絵師 
　　　　

MIHO MUSEUM

京都新聞スクラップブック「星をみつめて」  

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束                  
洗剤、チケット等   締 切 6月30日迄

〒523-0867近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504応募先

 

京都文化博物館


